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クロロキンはヒトコロナウイルスの上⽪細胞内での増殖を抑制し、その機序として p38 MAPK, ERK 経路
が関係することを明らかにした（Antiviral Research 2008;77:150-152）。 

 
超⾼齢者における気管⽀鏡検査の安全性を後ろ向きに検討した。超⾼齢者において気管⽀鏡検査の合併症

は⾮超⾼齢者と同等であり、超⾼齢者ということは気管⽀鏡検査の禁忌にはならない（J Am Geriatr Soc 
2016;3:676-677）。⾼齢者市中肺炎の患者において⼊院時の胸部 CT は肺炎の診断感度が胸部単純 X 線写
真と⽐較して⾼く、また両側の肺炎像は死亡の独⽴したリスク因⼦であった（Intern Med 2016:55;437-
441）。医療介護関連肺炎の患者において⼊院時の胸部 CT は肺炎の診断感度が胸部単純 X 線写真と⽐較し
て⾼く、また両側の肺炎像は死亡の独⽴したリスク因⼦であった（Geriatr Gerontol Int 2017;17:41-47）。
精神科病院に⼊院中の患者の⾝体合併症の死亡のリスクを解析した。低体重、低栄養が独⽴したリスク因⼦
であった（Psychiatry Clin Neurosci 2017;1:807-812）。精神科病院に⼊院中の患者において発症した肺
炎の死亡のリスク因⼦を解析した。既存の重症度評価システムである ADROP に低体重、両側肺炎像を加え
たところ予測精度のより⾼い重症度評価システムを作成することができた（Intern Med 2018;57:2473-
2478）。統合失調症の患者において肺炎の発症リスクを検討したところ、⾮定型抗精神病薬の使⽤、⾼容量
の抗精神病薬、低体重、喫煙歴、⾼齢が独⽴したリスク因⼦であった（Neuropsychopharmacol Rep 
2018;38:204-209）。 
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⽉経随伴性気胸に関する臨床的検討 

 
胸腔内⼦宮内膜症関連気胸（thoracic endometriosis-related pneumothorax :TERP）を⽉経随伴性気胸

（catamenial pneumothorax :CP）と⾮⽉経随伴性気胸（non-CP）の 2 群に分け、臨床的特徴の違いにつ
いて検討した（Lung 2014;192:583-7）。⽉経随伴性に繰り返す喀⾎を契機に診断された肺⼦宮内膜症の
⼀例。中絶後に避妊⽬的の服⽤していたピルを中断した後から⽉経に随伴する周期的喀⾎を呈しており，中
絶による⼦宮内膜の肺への転移の可能性が⽰唆された。⼦宮内操作やピルの内服状況の問診は本症の診断に
おいて重要である（Respirology 2015;20:1272-1276）。 
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